
平成２６年５月１９日

国道7号栗ノ木道路事業に伴う

○４月１６日に栗ノ木道路事業による栗ノ木川付近の工事現場において、鋼管矢
板の打ち込み作業を実施していたところ、矢板の打ち込み箇所の地盤より油
分を検出されました。

○今回検出した油は分析の結果、複数の油種が混合した油であり、５０年前の新
潟地震による津波により、当時栗ノ木川の下流部にあった製油所内のタンク損
傷により原油が流出し、栗ノ木川へ流入した可能性が考えられます。

○これまで工事を一時中断して、対策方法等について新潟市の担当部局、河川管
理者と検討を進めてきました。（対策方法については別紙参照）

○対策方法が決定したことから、５月２０日（火）より工事を再開します。

○施工については河川への油流出防止対策、臭気対策を十分行い細心の注意をは
らい施工を行います。

※検出箇所：新潟市中央区本馬越地先
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栗ノ木川付替工事における油の検出について
～５月２０日（火）より工事を再開します～
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■工事再開に向けた施工方法
別 紙

⑤オイルフェンス＋吸着マット設置

・万が一の流出に備え２重のオイ
ルフェンスと吸着マットを設置

吸着マット

清水を放流

②仮締切内で油分を除去

・バキュームポンプで油分を吸引し
ドラム缶に移し廃棄物として搬出

③ノッチタンク内で油分除去

・ノッチタンクに吸着マットを
設置し油分を吸収し清水の
み川へ放流

ノッチタンク
吸着マット

油

ドラム缶

①仮締切設置

・油分の流出を防止を目的
とした仮締切を設置。

・仮締切内をプールとし油
分と水を分離

●：鋼管矢板

④臭気対策
・施工時に臭いが上がってきたと同時に消臭剤を散布を開始し作業が終わるまで常時散布する。

工事再開スケジュール予定
５月１９日（月） ・工事再開に向け地元自治会へ説明
５月２０日（火） ・仮締切開始
６月 ２日（月）頃 ・河川管理者、新潟市環境部局、消防署の立会いのもと

鋼管矢板の試験施工を行い施工方法の確認を実施
・試験施工の結果を受けて問題が無ければ本格的に工事を
再開する。


